
創刊から
これまでの

「特集」からみる日本の観光と社会の潮流

13

「観光文化」創刊のことば
『（前略）観光文化に関する情報をひろく提供するとともに、観光についての調査研究の発表の場とするため定期刊行物として「観光文化」を創刊することとなりました。
　わたしは、この誌上を通じまして皆様がたとコミュニケーションを図ってまいりたいと考えておりますことが三つあります。
　先づこの観光という広い業態の各企業や団体でご活躍の方々は、常にいろいろな理想や、また一方ではさまざまな問題などをお持ちのことと思いますが、わたしどもも日頃考えておりますこ
とをこの誌上でご披露するとともに、広く各界の有識者や専門家の門を叩いて、真に観光界全般の向上発展を目指すための直言として、わたしどもの気づかない盲点やあまりふれたがらない側
面にまで迫るようなご意見やご批判をどしどし発表していただきたいと願っております。
　第2に、当財団の事業である各種の調査研究の成果や、さらに観光界の動きのなかでできるだけ広く集められた新しい情報を導入して、それを皆様がたのご参考に供したい所存であります。
そして、最近における余暇活動や観光界をとりまく情勢の変化と考え方の進展にかんがみて、わたしどもはその原点に立ちかえって考え直してみる必要を痛感しており、また益々高度化してい
く旅行愛好家の要請にこたえることのできるような、より文化的な、また専門的な情報の紹介には特に努めてまいりたいと思います。
　第3としては、観光界に活躍される方々、とくに新進気鋭の士が日頃の研修の成果や提言の発表の場ともなり、またそれが刺激となって、さらに後につづく人々の自主研究の活発化が促進さ
れることによって、観光事業の一層の発展と向上に役立つことを大いに期待いたしております。（後略）』

　

年
代
の
海
外
旅
行

　

年
代
の
陸
上
輸
送

１
９
８
０
年
代
の
ホ
テ
ル
産
業

旅
行
志
向
の
変
化
と
リ
ゾ
ー
ト

観
光
と
開
発

旅
行
者
の
求
め
る
「
観
光
」

パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ツ
ア
ー

日
本
の
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
休
暇

文
化
・
教
養
型
の
旅
行

旅
行
と
情
報
化
社
会

「
団
体
旅
行
」
を
見
直
す

「
熟
年
社
会
」
の
観
光

女
性
か
ら
み
た
観
光

こ
れ
か
ら
の
修
学
旅
行

旅
を
楽
し
く
す
る
工
夫

ミ
ド
ル
エ
イ
ジ
と
余
暇

現
代
の
観
光
の
意
義
を
考
え
る

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

こ
れ
か
ら
の
社
会
と
旅

旅
行
業
の
役
割
を
探
る

日
本
交
通
公
社
創
業
７
０
周
年
記
念

国
際
交
流
と
観
光

望
ま
し
い
国
内
観
光
の
実
現
に
向
け
て

旅
行
需
要
の
創
造
と
誘
発

快
適
・
安
全
な
旅
の
実
現
に
向
け
て

情
報
化
社
会
と
観
光

学
習
社
会
と
観
光

旅
の
マ
ナ
ー

家
庭
生
活
と
観
光

高
齢
化
社
会
と
観
光

観
光
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て

旅
の
歴
史
と
将
来

32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44

91

新
時
代
の
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト

卒
業
旅
行

旅
と
味
覚

家
族
旅
行

伝
統
行
事
を
観
光
に
活
か
す

土
に
憩
う‐

都
市
と
農
村
の
交
流

旅
館
・
ホ
テ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る

新
し
い
鉄
道
旅
行
地
図

旅
館
料
理
の
新
た
な
展
開
を
考
え
る

財
団
改
組　

周
年
記
念
号 

観
光
の
世
紀

観
光
文
化
振
興
基
金
に
よ
る
助
成
研
究
報
告

旅
館
・
ホ
テ
ル
と
地
域
社
会

92 93 94 95 96 97 98 99 100 101 102 103

旅
行
の
現
状
と
展
望

海
外
旅
行
こ
の　

年

旅
館
料
理
の
基
本
を
振
り
返
る

変
化
す
る
旅
行
者
の
嗜
好
と
宿

国
際
会
議
誘
致
法
の
成
立
と
地
域
振
興
を
考
え
る

温
泉
、
自
然
資
源
と
変
貌
す
る
観
光

旅
行
の
現
状
と
展
望

変
わ
り
ゆ
く
観
光
地
の
魅
力
づ
け

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
考
え
る

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル

〈
旅
の
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
す
す
め
〉

観
光
政
策
の
基
本
的
方
向‐

観
光
政
策
審
議
会
答
申
か
ら

旅
行
業
法
・
約
款
の
改
正
と
今
後
の
旅
づ
く
り

104 105 106 107 108 109 110 111 112 113 114

46

旅
行
に
対
す
る
価
値
観
と
志
向

新
し
い
旅
の
形
を
求
め
て

熟
年
者
の
旅

地
域
振
興
と
観
光

旅
上
手
な
外
国
人
旅
行
客

旅
館
は
ど
こ
へ‐

中
小
旅
館
の
生
き
る
道

旅
館
は
ど
こ
へ‐

何
を
特
色
と
し
て
打
ち
出
す
か
？

観
光
地
の
変
遷

観
光
地
の
あ
り
方

観
光
地‐

ブ
ー
ム
倒
れ
に
な
ら
な
い
た
め
に

ク
ル
マ
時
代
の
観
光
地

ク
ル
マ
時
代
の
旅
の
か
た
ち‐

ド
ラ
イ
ブ
旅
行
者
の
意
見

日
本
を
世
界
に
開
く‐

地
域
の
国
際
化

日
本
人
の
休
み
方
・
遊
び
方

転
換
ロ
ー
カ
ル
線
が
ん
ば
る‐

地
域
観
光
の
核
と
し
て

観
光
と
文
化
財
保
存

観
光
事
業
と
サ
ー
ビ
ス

地
域
お
こ
し
の
核‐

地
方
都
市

47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63

瀬
戸
大
橋‐

観
光
は
ど
う
変
わ
る
か

活
路
を
さ
ぐ
る
温
泉
観
光
地

一
〇
〇
〇
万
人‐

海
外
旅
行
倍
増
計
画

海
外
旅
行
倍
増
計
画
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ

海
外
旅
行‐

い
ろ
い
ろ
な
楽
し
み
方

海
外
旅
行
倍
増
計
画
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅲ

あ
ら
た
め
て
海
外
に
目
を
開
く

「
教
育
旅
行
」‐

修
学
旅
行
の
新
し
い
発
展

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン‐

に
ぎ
わ
い
の
場
を
つ
く
る

ツ
ー
リ
ズ
ム
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

‐

九
〇
年
代
観
光
振
興
行
動
計
画

見
直
さ
れ
る
バ
ス
ツ
ア
ー
の
魅
力

独
自
性
の
あ
る
地
域
振
興

テ
ー
マ
の
あ
る
旅

Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
観
光
客
の
台
頭

食
べ
る
文
化
を
旅
に
訪
ね
る

民
家
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

織
り
、
着
る
文
化
を
訪
ね
る

観
光
開
発
と
地
域
振
興
を
考
え
る

四
季
型
余
暇
・
休
暇
の
す
す
め

休
暇
の
集
中
を
避
け
る
た
め
に‐

欧
米
で
は
ど
う
し
て
い
る
か

世
界
に
通
じ
る
温
泉
観
光
地

旅
日
記
の
文
化
史

海
外
職
場
旅
行

国
際
交
流
に
よ
る
地
域
振
興

環
境
観
光

旅
館
料
理

安
全
旅
行

　

世
紀
に
向
け
た
観
光
振
興
方
策

64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90

旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
研
究

1976 12年 月、財団法人日本交通公社では、観光業におけるコミュニケーションの促進を図ることを目的に、

45

旅
に
学
ぶ‐

芸
術
・
文
化
と
観
光

1979-81 1982-91

1992-93 1994-95

国
際
交
流
と
海
外
旅
行‐

海
外
渡
航
二
〇
周
年

B5 判 24 ページの隔月刊でスタートした「観光文化」は、逐次ページ数を増やして、内容の充実に努め、
1980 年からは 26 ページ構成となりました。創刊当初は、主要論文 3 編程度を中心に国内・国際観光関連記事を掲載しており、
財団研究員も一部の執筆を担当していましたが、その後専門家や実務家からの寄稿を中心とする構成に変更しました。
創刊号では、東京大学の林周二教授の論説「観光業の本質とそのマーケティング課題」が掲載され、
旅行商品とメーカーである旅行会社の責任について論じたことから、観光業界を中心に大きな反響を呼ぶことになりました。

80 80

21

30

30

財団法人日本交通公社 会長　西尾 壽男（当時）

各界の有識者、専門家が観光レクリエーションに対する意見を開陳し、
また当財団の調査研究などの成果を発表する場として「観光文化」と題する機関誌を創刊しました。



115 116 117 118 119 120

戦
後
か
ら
平
成
へ ‐

旅
行
雑
誌
『
旅
』
が
語
る
五
十
年

成
功
す
る
観
光
地
の
活
性
化
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン ‐

欧
米
の
事
例
よ
り

変
わ
る
サ
ー
ビ
ス
、
変
わ
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス

…

今
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
に
求
め
ら
れ
る
も
の

あ
な
た
の
日
本
は
ど
こ
で
す
か…

旅
フ
ェ
ア　

 

で
学
ん
だ
も
の
、
見
つ
け
た
も
の

い
い
国
つ
く
ろ
う…

　

世
紀
へ
の「
観
光
開
国
」宣
言
！ 

「
ウ
ェ
ル
カ
ム
プ
ラ
ン　

」
よ
り

自
分
の
地
域
を
愛
せ
ま
す
か
、
誇
れ
ま
す
か…

「
ウ
ェ
ル
カ
ム
プ
ラ
ン　

」
よ
り

121 122 123 124 125 126

Ｉ
タ
ー
ン
・Ｊ
タ
ー
ン
で
ま
ち
づ
く
り…

…

地
域
に
魅
せ
ら
れ
、
そ
の
振
興
に
旗
ふ
る
人
々

留
学
生
が
つ
く
る
、
新
し
い
世
紀
へ
の
架
け
橋…

あ
な
た
は
日
本
の
ど
こ
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
か

東
京
再
考‐

私
た
ち
は
暮
ら
し
ぶ
り
が
伝
わ
る
街
が
好
き

…

都
心
に
蘇
る
歴
史
的
建
造
物
の
魅
力
と
価
値

成
功
す
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ

‐

顔
が
見
え
る
都
市
、
こ
こ
ろ
が
見
え
る
交
流

星
空
と
地
球
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り

‐

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ウ
ン
が
も
た
ら
す
も
の…

1997

127 128 129 130 131 132
「
三
半
世
紀
」（　

年
）前
の
未
来
予
想
を
今
、ふ
り
か
え
る

音
風
景
を
観
る
・
聞
く
・
学
ぶ

暦
が
語
る
地
域
の
暮
ら
し

お
天
気
と
旅‐

雨
・
風
の
魅
力
と
不
思
議

民
営
鉄
道
快
走
！　

そ
の
新
し
い
試
み
と
知
恵
比
べ

日
本
型
エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
探
る

‐

そ
の
美
し
い
成
熟
に
向
け
て
旗
ふ
る
人
々

1998

133 134 135 136 137 138

や
っ
ぱ
り
日
本
に
行
き
た
い
ね

‐

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
す
ゝ
め

偉
大
な
る
地
域
の
宝
物
、
産
業
遺
産
を
探
る

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ…

も
う
一
つ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

評
価
・
格
付
け
か
ら
学
ぶ
こ
と
、
活
か
す
も
の

観
光
地
の
「
ト
イ
レ
ズ
ム
」‐

そ
の
環
境
保
全
と
整
備

旅
の
原
点
は
信
仰
に
あ
り

1999

139 140 141 142 143 144

西
暦
２
０
０
０
年
の
今
、「
未
知
の
国
ニ
ッ
ポ
ン
」
は
何
故

地
名
に
よ
っ
て
忘
却
さ
れ
る
・
甦
る
歴
史

峠
は
今
、……

「
ク
ル
ー
ズ
の
時
代
」
と
は
、……

資
源
保
護
か
ら
の
温
泉
再
検
証

二
〇
世
紀
の
旅
人

2000

145 146 147 148 149 150

二
〇
一
〇
年
の
旅
人
像

海
外
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
考
現
学

東
海
道
４
０
０
年
。
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ス
ゝ
メ

今
世
紀
も
「
お
客
様
は
神
様
」
で
す
か
？

創
刊　

年
記
念
特
集　

記
録

ユ
ダ
ヤ
難
民
に〝
自
由
へ
の
道
〞を
ひ
ら
い
た
人
々 【
上
】

2001

151 152 153 154 155 156

創
刊　

年
記
念
特
集　

記
録

ユ
ダ
ヤ
難
民
に〝
自
由
へ
の
道
〞を
ひ
ら
い
た
人
々
【
下
】

拡
げ
た
い
自
然
ガ
イ
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム…

作
り
た
い
新
し
い
「
つ
な
が
り
」

「
芭
蕉
」
し
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
「
弥
次
喜
多
」
で
す
か

…

旅
行
文
化
人
の
勘
違
い　

を
探
る

甘
く
な
い　

観
光
地
の
金
太
郎
ア
メ
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

…

観
光
地
再
生‐

個
性
化
の
勘
違
い
を
考
え
る

「
９
・　

」
が
意
味
す
る
も
の

元
気
の
源
は
田
舎
に
あ
り

‐

都
市
と
農
山
村
の
交
流
・
共
生
を
求
め
て‐

2002

157 158 159 160 161 162

江
戸
開
府
４
０
０
年‐

江
戸
か
ら
東
京
へ

新
・
観
光
立
国‐

観
せ
る
べ
き
日
本
の
光
と
は

世
界
遺
産‐

光
と
陰

2003

163 164 165 166 167 168

地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
は
何
か

里
山‐

そ
の
価
値
と
活
用

ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
社
会‐

今
、
ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
を
熱
く
す
る

景
観
形
成
を
問
う

バ
リ
ア
フ
リ
ー
か
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ

ウ
エ
ル
ネ
ス
で
ツ
ー
リ
ズ
ム
活
性
化

2004

169 170 171 172 173 174

深
ま
る
日
韓
交
流‐

そ
の
背
景
・
意
義
と
将
来
展
望

歌
舞
伎
の
魅
力‐

４
０
０
年
の
歴
史
を
生
き
る
伝
統
文
化
の
世
界

都
市
と
路
地‐

人
は
な
ぜ
路
地
に
惹
か
れ
る
か

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ク
ー
ル

‐

日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
可
能
性
や
如
何
に

道
路
と
観
光‐

今
、
道
路
に
期
待
さ
れ
る
こ
と

「
学
び
」の
す
す
め‐

学
び
こ
そ
人
間
性
回
復
と
地
域
活
力
の
原
点

2005

175 176 177 178 179 180
「
食
」
の
復
権‐

地
産
地
消
で
生
か
す
風
土
の
味
わ
い

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
誘
惑‐

精
神
風
土
と
そ
の
文
化
的
磁
力

観
光
人
材
育
成‐

観
光
の
未
来
の
た
め
に

滞
在
を
楽
し
む‐

自
己
充
足
の
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

観
光
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

2006

181 182 183 184 185 186

昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り

宮
沢
賢
治
と
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ

源
氏
物
語
千
年
紀
を
祝
う

2007

187 188 189 190 191 192

上
質
な
日
本

足
尾
銅
山‐

そ
の
歴
史
に
学
び
保
存
活
用
を
期
す
る

瀬
戸
内
海
の
風
土
と
文
化
復
興

里
山
と
観
光
立
県
千
葉

ツ
ー
リ
ズ
ム
新
時
代

愛
し
の
富
士
山

2008

193 194 195 196 197 198

横
浜
開
港
１
５
０
周
年

日
本
の
こ
こ
ろ 

桜
文
化

漲
れ
！ 

静
岡
の
お
茶
力 

ジ
オ
パ
ー
ク
ジ
ャ
パ
ン

山
岳
宗
教
都
市
・
高
野
山‐

そ
の
美
と
歴
史
文
化 

平
城
遷
都
千
三
百
年‐

日
本
の
歴
史
と
未
来
を
考
え
る

2009

199 200 201 202 203 204

広
が
れ
日
本
の
フ
ッ
ト
パ
ス

旅
讃
歌‐

心
の
か
て  

旅
で
授
か
る
生
き
る
力

縄
文
文
化
と
現
代‐

三
内
丸
山
に
学
ぶ

み
な
と
ま
ち
の
賑
わ
い
再
生‐

港
と
ま
ち
の
一
体
化
を

九
州
観
光
交
流
新
時
代‐

花
開
く
ア
ジ
ア
の
玄
関

夜
景
観
光
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル‐

光
の
ま
ち
づ
く
り
へ

2010

205 206 207 208 209 210

観
光
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
挑
む

自
転
車
と
地
域
振
興

広
が
る
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
活
動

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
、

人
の
動
き
、ツ
ー
リ
ズ
ム
を
創
造
す
る

‐

東
北
の
持
つ
潜
在
的
な
「
文
化
の
力
」
を
探
る

日
独
交
流
百
五
十
周
年

‐

こ
れ
ま
で
の
軌
跡 

観
光
や
文
化
交
流
の
在
り
方
を
め
ぐ
っ
て

2011

211 212 213 214

日
本
の
森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

‐

森
づ
く
り
、
森
の
文
化
と
観
光 

九
州
新
幹
線
全
線
開
業
で
「
九
州
は
ひ
と
つ
」

‐

開
業
後
一
年
、
九
州
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
変
化
と

期
待
さ
れ
る
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
と
は
？

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー   

の

景
観
形
成
と
観
光
資
源
と
し
て
の
考
察

‐

新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
価
値
創
造
を
多
面
的
角
度
か
ら
探
る

小
笠
原
観
光

2012

1996

2121

’96

30

25

地
元
力‐

地
域
を
支
え
る
そ
の
実
力
と
可
能
性

次
世
代
継
承

仏
教
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス‐

お
寺
と
社
会
の
縁
起
復
興

歩
く‐

五
感
で
楽
し
む
観
光
と
出
会
い

京
都
水
物
語‐
水
と
と
も
に
暮
ら
す
古
都

友
好
交
流
の
絆
よ
永
遠
に

国
交
正
常
化　

周
年‐

新
時
代
を
迎
え
た
日
中
交
流 

30

!!

11
!?

!?

25

!!

®

ス
ロ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え
る

‐

旅
は
人
生
。
今
、
ス
ロ
ー
な
旅
と
は…

!!

道
が
つ
な
ぐ
、
道
が
と
り
も
つ
人
・
地
域

…

観
光
街
道
の
魅
力
と
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ

観
て
か
ら
行
く
か
、
行
っ
て
か
ら
観
る
か…

…

根
づ
か
せ
た
い
。
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン 

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
役
割

‐

復
興
プ
ラ
ン
へ
の
提
言

21



リニューアルを経て

これから
2012 10年 月

当財団の調査研究・事業活動を基に特集テーマを設定し、研究員が執筆にあたるとともに、
外部の専門家の方々からのご寄稿、ご協力をいただきながら、観光文化発展のための論考、
提言の場となるような紙面づくりを目指し、今日に至っています。

[No.215]
「観光文化」は創業 100 年にあたる 215 号から、機関誌としての役割をより明確にすべく、
紙面の全面刷新を行いました。

『観光文化』の編集方針と誌面の刷新について
「（前略）これまでの『観光文化』は、主にそれぞれの時代における観光のトピックを特集テーマに据え、各テーマに
造詣の深い方々に執筆をお願いする形でまとめてまいりました。おかげさまで、多様で深奥な知見が凝縮された冊子
として高い評価をいただいており、文字通りわが国の観光文化の発展に寄与してきたものと自負しております。
今回の刷新では、この理念を継承しつつも、これまでの皆様からのご指導により蓄積されてきました当財団の知見に
基づく論考・提言を発表する場として位置付ける方針といたしました。（中略）公益財団法人としての公益活動を幅
広くお伝えすることを目的に、研究成果や活動内容の紹介、「旅の図書館」からのご案内の充実等を図ってまいります。
折しも、創業百周年および公益財団法人への移行という節目での刷新となりましたが、今後もわが国の観光文化の振
興を目指し、『観光文化』のますますの内容充実および価値向上に努める所存です。」

公益財団法人日本交通公社 会長　志賀 典人 （当時）



50周年に向けて

「観光文化」および当財団発行書籍は
ホームページにて 全文無料公開中

観光分野の更なる発展と向上に向けて、「観光文化」が当財団の研究成果や
日本全国・世界各地の取組を伝える役割を担い、
観光に携わる方々の手引きとなるよう、今後も務めてまいります。

公益財団法人日本交通公社 会長　光山 清秀


